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市民意見募集（パブリックコメント）実施結果 

１ 意見募集期間 平成３１年２月２２日（金曜日）～３月２０日（水曜日） 

２ 意見提出者数 １９名 

３ 意見件数 ５０件 

 

１ 計画全般について 

意見等の概要 市の考え方 

①市全体の計画はありがたい。 

特に学校の再編方針を「温故創生」と表してい

るところは、行田市としての特色が踏まえられ

ている。また、北部地域から「小中一貫教育」が

手掛けられていることはありがたく、きめ細や

かな指導を目指す面からも効果大と考える。 

さらに、検討を重ね、計画を進めてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②計画（案）については、よく検討されているが、

単に学区割だけにとらわれず、交通事情や地の

利等も十分に考慮し再編計画を策定してほし

い。 

 特に小学校等における学区再編にあたって

は、古くからその地域の人々によって育まれて

きた文化や伝統、地域の特性、それに加えて、生

まれ育った郷土に対する愛着等、逆なでするこ

となく、十分に考慮し、現在置かれている地域の

実情等をも十分に理解してほしい。そのために

①今回の再編成計画は、過小規模校の解消だ

けでなく、小中一貫教育の推進など、行田市の

将来の義務教育のあり方全体に関する計画で

あり、そのため、長期的な観点から市全体の計

画として策定しようとしたものです。 

 「温故創生」については、行田市の各地域と

もにそれぞれの歴史があり、特色があること

から、それらを生かした学校づくりが大切で

あり、地域の皆様にも、これまで同様、自分た

ちの学校として愛着を持っていただくために

必要な考え方であると思っています。 

 北部地域の再編成は、過小規模校の解消の

ために短期間での計画となりますが、他の地

域のモデルとなるような小中一貫教育の先進

校として取り組むこととしています。 

 計画策定後は、５月に計画について中学校

区ごとの地区説明会を予定しており、地域の

皆様とも具体的な協議を行いながら再編成の

実現に向けて取り組んでまいります。 

 

②再編成の枠組みについては、古くからの地

域同士のつながりや、歴史や文化などそれぞ

れの特性、既存の通学区域などから検討を重

ね設定いたしました。また、今回の再編成は、

単に学校の再編成にとどまらず、地域コミュ

ニティの中で子供たちをどのように育んでい

くか、ということも大切なテーマであると捉

えており、地域の単位だけでなく、再編後の学

区内の地域相互に連携していける方策を一緒

に考えていきたいと思っています。 
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も、将来への見通しをしっかりと示し、再編の在

り方等について、誰にでも分かる具体的方法を

示すことにより、理解を求めていかなければな

らない。 

 一番懸念されるのは、ただ単に児童・生徒の人

数だけにより学区再編を考えることは、長い将

来に渡って、多くの問題を残すことにつながり

得策とは言えない。これから後、しばらくの期

間、続くであろうこの学区も、児童・生徒が楽し

くいつまでも思い出に残る学区であることを考

え、誰にでも誇れる母校にならなければならな

い。 

 児童・生徒にとって、通学路は非常に大切な情

報交換の場所であり、先輩を交えての語らい、学

校行事や学級での出来事や学習についての語ら

いなど、結構楽しいもので、児童・生徒にとって

は、お互いを知る絶好の機会となり、将来に渡っ

ての大きな支えとなり、コミュニティ作りの大

切な機会につながっていく。このようなことか

らも通学路は安全で安心して通える思い出に残

る通学路にしていかなければならない。 

 学区再編にあたっては、このようなことも十

分に考慮し、明るく楽しく通える学校になるこ

とを切に願う。 

 現在、大きな社会問題となっているいじめや

不登校等についても、これらの事柄を十分に踏

まえることにより、少なからず解消への道へと

近づいていくのではないか。 

 学区再編は、児童・生徒の極端な減少の中で避

けては通れないことであり、我々市民としても、

将来を見通したよりよい学区の創設が急務であ

り、安心して、誰からも喜ばれる学区の再編が行

われることを切に期待してやまない。 

 

③計画（案）はすばらしいものである。改革には

必ず反対もあるが、それを乗り越え実行してほ

しい。 

 以前にも統廃合の計画があったがいつのまに

かなくなってしまった。今度廃案になれば、もう

二度と再編計画はできないと思う。成果を期待

している。 

 また、廃校になった学校の利用計画等充分検

  再編成により通学区域が広くなることか

ら、児童生徒の登下校時の安全確保には十分

配慮し、スクールバスの運行など通学手段の

検討や、通学路の整備については、地域や保護

者の皆様と具体的な協議の場でご意見を伺っ

てまいります。 

  児童生徒が学校に行くことを楽しいと感

じ、また地域や保護者の皆様も安心して子供

たちを送り出せるような学校づくりを再編成

とともに進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③過去の計画が実現できなかった反省も踏ま

え、将来の義務教育の方向性も含め市全体の

再編成計画として策定を進めてきたもので

す。様々なご意見があるとは思いますが、子供

たちが望ましい環境の中で学ぶことができる

よう、再編成は成し遂げる必要があると考え

ています。 

 一方で、地域の皆様の、なじみ深い地域の学
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討し、市民の期待に副うようなものであってほ

しい。 

 

 

 

 

④地域の繋がりをあげているが、再編成され閉

校となる学校の地域は、地域との繋がりはなく

なると思う。若い世代は自治会自体の活動に関

心が薄れてきている中、学校が無くなればさら

に地域との関係は感じず、過疎化が進むと思う。 

 このような状況が懸念される中、「地域ととも

に」という考え方を子供たちに教えるのは矛盾

していないか。 

 

 

 

 

 

⑤時代の流れで再編成は仕方がないことなのか

と頭ではわかっていても、現在小規模校に子供

を通わせていて、デメリット以上にメリットの

方が大きく、素晴らしい教育をしていただける、

伝統と誇りのある学校をなくしてしまうのは残

念でならない。時期も詳細に決められた再編成

のようだが、児童・保護者・地域が納得できるよ

う、意見交換会を十分に設けていただきたい。 

 

⑥行田市教育委員会は平成１６年、審議会に「学

校統合に伴う新設校の建設について」も諮問し

ている。答申は２０年に出され、それに基づい

て、計画が作られた。その後、具体的には何も変

わっていない。平成１６年から１４年間の総括

が具体的に書かれていない。 

全体として「公共施設マネジメント計画」に合

わせて作られた机上の計画のように思える。「学

校の再編に当たっては、学校や地域の実態に合

わせて特色ある取り組みを大事にし」とあるが、

地域の実情に合わせて計画されたのか疑問であ

る。 

 

 

校がなくなってしまうことに対する想いの大

きさに応えるためにも、学校跡地の活用につ

いては再編成と並行して全庁的に検討し、地

域コミュニティにとって有意義なものになる

よう努力してまいります。 

 

④再編後の学校においても、各地域の皆様に

参画いただき、一緒に子供たちを育んでいた

だきたいと考えています。「地域とともにある

学校」としてコミュニティ・スクールの取り組

みの中で、学校運営協議会が組織されていま

すが、学校の課題だけでなく、地域の課題解決

にも取り組める場として、再編前の各地域か

らも参画いただけるよう配慮してまいりま

す。子供たちにとって、多くの地域の方に支え

られて学ぶことができるということを感じる

ことができる状態をつくることも私たち大人

の役割であると考えています。 

 

⑤計画策定後は、５月に計画について中学校

区ごとの地区説明会を予定しております。そ

の後、短期的な再編対象校に対しては、地域協

議会等を設置し、再編までの具体的な課題や

その調整時期を示した実施計画をもとに話し

合いを進めて、地域の皆様にご理解いただけ

るよう取り組んでまいります。 

 

 

⑥前回の計画が実現できなかったのは、特定

の学校に関する短期間に限定した計画であっ

たため、将来の見通しをお示しすることがで

きなかったことが、大きな要因であると考え

ています。平成２８年に計画の実現を断念す

るに至り、その後、市全体の長期的な観点での

計画策定に取り組んでまいりました。 

 その中で、学校の小規模化という課題だけ

でなく、子供たちの将来に向けて身に付ける

能力・資質を示した新たな学習指導要領が国

から示され、また、施設の老朽化に伴う更新に

際して財政的な困難に直面する状況や、学校

生活への子供たちの不適応による不登校の増

加など、新たな課題も表面化してまいりまし
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⑦計画案に反対である。 

少人数の教育は指導が徹底している。 

小学校から中学校へ通学場所が変わるのもイ

メージチェンジ、緊張が成長の一つになる。 

地域も児童生徒の登下校の姿にどれだけのエ

ネルギーをもらっているかわからない。ボラン

ティアの方々も本当にありがたい。地域でいろ

いろな大人の方と接することも児童生徒にはよ

い影響である。 

教育に予算を使ってほしい。 

お膝元の教育が良い。 

た。 

 そのため、教育環境の維持・向上を目指すた

めにも、小中一貫教育の推進も含め、改めて学

校の再編成に取り組む必要があるとの認識か

ら、このたびの計画策定に至ったものです。 

 再編成の枠組みについては、古くからの地

域同士のつながりや、歴史や文化などそれぞ

れの特性、既存の通学区域などから検討を重

ね設定したものであり、地域の特色を学校に

生かし、子供たちが地域に愛着を持って学ぶ

ことができるよう、地域の皆様の意見を伺い

ながら取り組んでまいります。 

 

⑦少人数での指導のメリットは十分にあると

考えますが、子供たちが一定の集団の中で、

様々な意見を聞いたうえで自分の意見をまと

める学びや、チームによるスポーツ競技など

を体験できないまま過ごさなければならない

デメリットは否定できません。また、人間関係

の悪化が生じた場合にもクラス替えなどの解

決策を講じることができない状況が、子供た

ちを苦しめ不登校につながってしまうなどの

実態もあります。 

 一方で、地域のなかで多くの方と関わりを

もって学ぶこともなくてはならないことであ

り、そのためにも再編後の新たな学校におい

て、コミュニティ・スクールをはじめ、移転後

の学校施設を活用した地域活動の活性化策を

検討するなど、様々な場面で地域の皆様と一

緒に子供たちを育んでいく取り組みを進めて

まいりたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

２ 小中一貫教育推進のための学校再編について 

意見等の概要 市の考え方 

⑧小中一貫教育推進のための学校再編は賛成で

ある。若者が安心して、行田市にＵターンできる

ような教育改革を推進してほしい。再編計画が

計画倒れとならないよう１日でも早い実現に向

け強力に推進してほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨学力向上という課題は、他市と比較した上で、

本市が特筆すべき顕著な傾向にあるのか。そう

だとすればなぜか。そして、それは小中一貫教育

を推進することにより解消されるのか。否とす

れば現状体制・規模とは関係ないまたは要因の

薄い結果となり、学校再編とは別次元または関

係の薄い課題になるのではないか。 

 

⑩中学受験を考えている親にメリットはない。 

また、９年間同じ顔ぶれで過ごす閉塞感や人

間関係の難しさはどの程度認識しているのか。

小中一貫ではなく、中高一貫ならまだ納得でき

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧行田市小中一貫教育基本方針（平成３１年

３月策定）に基づき、小中一貫教育を推進して

まいります。 

 学校再編については、小中一貫教育推進の

具体化も含め、５月に計画について中学校区

ごとの地区説明会を予定しております。その

後、短期的な取組みがある地域においては、地

域協議会等を立ち上げ、地域の皆様が納得い

ただけるような再編成となるよう、具体的な

課題を解決しながら、進めていきたいと考え

ております。 

 

⑨本市において、全国及び埼玉県学力・学習状

況調査の結果は、平均正答率を下回る科目が

多く、小学校では改善傾向にあるものの、中学

校に入ると下降傾向にあります。 

 小中一貫教育、義務教育９年間を見通した

系統的な教育により学力向上を目指してまい

ります。 

  

⑩小中一貫教育は、義務教育９年間を見通し

た系統的な教育を行うものですが、小学校高

学年での教科担任制の授業を導入し、その後

の中学校段階を見据えた指導により、学習の

つまずきを発見し、改善するなど学習面での

メリットもあります。 

 なお、小中一貫教育であっても、小学校で学

ぶべきカリキュラムは確保されるため、中学

進学にあたって選択肢が制限されることはあ

りません。 

 また、人間関係が固定化するなどの課題も

認識していますが、一方で中 1 ギャップやい

じめの問題などへの対応も必要であることか

ら、学校再編と併せて推進し、クラス替えが可

能になる一定の規模を確保することや、幅広

い年齢層の子供たちが日常的に生活を行うこ

とで、多様な人間関係を築くことが可能にな

ると考えています。 
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⑪小中一貫教育とあるが、内容が漠然としてい

て具体的な内容が見えない。結局は一貫という

名前だけで、現在の教育内容と変わらず、あえて

一貫教育にする目的が十分に伝わってこない。

もっと具体的な内容を教えてほしい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫いじめは普通に起こり得ること、また、いじめ

は立派な犯罪行為との前提で、できる限り起こ

ったことはオープンに、また、迅速な警察の介入

を行ってほしい。 

 

 

⑬小学校レベルで勉強を見失う子が出るのは、

教師の教え方や時間割に問題があると思いま

す。年間の行事を減らしてでも、教師が余裕を持

って教える時間や、その子達に掛ける時間を増

やしてほしい。 

 

⑭意味のない卒業式や運動会の練習は極力削っ

ていってほしい。証書のもらい方や、軍隊のよう

な行進の練習など無意味です。 

その時間があるなら、勉強やグループワーク

等の時間にあててほしい。 

 

⑮先生方には前例に囚われず、いろいろなこと

にチャレンジしていってもらいたい。前例があ

っても、説明のできない仕事は必要のないこと

が多い。意味のない仕事を減らしながら、生徒・

児童、教員同士で向き合う時間を増やしてほし

い。 

 

⑪本市においても小中一貫教育の研究委嘱に

より、９年間の学習の系統性を教員が理解し、

小学校の教員が中学校で、中学校の教員が小

学校で相互に乗入れ授業を行っており、実施

校で県や市平均を上回る学力向上の成果もで

ております。 

 また、交流活動を行う中で、中学校への進学

を楽しみであるとする児童の割合が増え、他

学年との交流を好む結果も出ています。 

 なお、全国的にも小中一貫教育の推進によ

り、学力向上のほか、不登校の減少など生活面

で成果が出ているデータもあります。 

 こうした研究の成果をもとに９年間の系統

的なカリキュラムの作成を進め、学習面・生活

面いずれもより良い教育環境を目指すもので

す。 

 

⑫いじめは、どの学校でも、いつでも起こり得

るという認識に立って、学校現場と教育委員

会とが緊密な連携を図り、子供たちが安心し

て学校生活を送れるよう、些細なことでも、迅

速に対応してまいります。 

 

⑬～⑮学校行事等の見直しや教職員の多忙化

を改善する取組を進め、子供たちが学習に集

中できる環境や、教員が子供たちと向き合え

る時間を確保してまいります。また、小中一貫

教育を推進することで、小中それぞれの教員

が連携し、お互いのカリキュラムを十分に理

解した学習指導を実施することで、勉強につ

まずく子供が生じないよう、授業改善への取

組を進めてまいります。 
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⑯部活動は積極的な外部コーチの登用など、教

師の負担をできるだけ減らしていってほしい。

また、部活動の完全週休３日など生徒の負担も

減らしていってほしい。 

 

 

 

 

⑰グループディスカッションや先生との題材を

決めた討論など、自分の意見を自分の言葉で話

す機会を増やしてほしい。 

 

 

 

⑱法律上難しいかもしれないが、生徒や児童が

もっと日本の政治に興味を持って関わっていけ

るよう、課外活動等で政治家の話を聞いたりデ

ィスカッションをしたりという時間設けて頂け

たらと思う。 

 

 

⑯現在、部活動の外部コーチを登用し、活動し

ている部活動もあり、今後も教職員の負担軽

減の観点からも増やしていく方向です。 

 また、部活動ガイドラインを策定し、平成３

１年度から完全実施いたします。部活動の休

養日も設けて生徒の負担も減らしてまいりま

す。 

 

⑰新学習指導要領でも、子供たちの「主体的・

対話的で深い学び」により、知識だけでなく、

それを活用するための思考力や表現力などを 

育むことが求められており、授業の工夫・改善

を行ってまいります。 

 

⑱他者との関係の中で、話し合い、異なる意見

を認め合うことが求められています。 

政治的な中立が保てない内容で実施するこ

とはできませんが、主権者教育や消費者・労

働・防災教育など、社会で生きていくための資

質や態度、人間性を養うなど活動については、

児童生徒の実態に則して実施してまいりま

す。 

 

３ 学校の適正規模を目指す学校再編について 

意見等の概要 市の考え方 

⑲教職員が時間を確保し、安心して児童や生徒

と向き合い、子供たちの学力向上日本一、健全育

成に全力で取り組める環境整備をしてほしい。 

 

 

 

 

⑳小規模化により教職員にかかる負担が増えて

いるとあるが、教職員数は生徒・学級が減少して

いる中でどう変化しているのか。その小規模に

は目標値があるか。 

 学級数の変化の中で、特別支援学級の状況は

どのようか。 

 計画（案）において、特別支援学級の取り扱い

が不明である。 

⑲学級数により配置される教員数が決まって

いるため、一定の教員数の確保が可能な規模

とすることにより、事務分担の適正化が図れ、

教員相互の研修・研究等が行いやすくなると

ともに、子供たちと触れ合う時間が確保でき

ると考えております。 

 

⑳学級数により配置される教員数が決まって

いるため、小規模化が進むと、例えば中学校に

おいては、すべての教科の教員が確保できず、

専門教科でない教員や非常勤の教員が指導に

当たる状況も生じます。 

学校の規模については、クラス替えの可否

や必要な教員数の確保という観点からも検討

してまいりました。 
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㉑学校再編成による児童生徒の精神的負担を最

小限に抑えとあるが、最小限でもあってはなら

ないので、精神的負担のない方法を考え、事前に

保護者へ提示してもらいたい。 

 

 

 

㉒小規模化により教職員の負担が増えるとある

が、教員１人あたりに対する子供の数は少ない

はずで、子供に寄り添う時間が少ないというの

は理解できない。学校行事等については、少ない

人数という制約がある中で、より良いものとな

るよう教職員・児童・保護者が協力して作り上げ

ていると思う。 

 大規模の学校の方が良い教育ができると決め

つけていないか。 

 

㉓学校の小規模化による課題とあるが、小規模

によるメリットもある。更なる議論が必要を感

じる。 

 

㉔計画案には小規模化によるデメリットしか書

かれていない。運営面では教員の負担が大きい・

教員の男女比が困難とあるが、教員の仕事の核

となる子供を指導することや親との関わりにつ

いては、むしろ教員にとって小規模校はメリッ

トではないか。児童の学習・生活面でも、小規模

だと切磋琢磨できない、他者とのコミュニケー

ションの機会が少ない、多様な考え方・表現に触

れる機会が少ないとあるが、大規模校以上の学

力も備えているし、学校対抗の行事での活躍も

大規模校に劣ってはいない。むしろ結束力・向上

心を学べている。小規模だからダメと決めつけ

ていないか。 

 

 

 

また、特別支援学級については、児童生徒数

は年々増加傾向にありますが、学校の規模に

関わらず、現状においても、必要な学級数を確

保しています。 

 

㉑早い段階から再編学校間の交流事業を行う

ほか、再編の準備のための教員の追加配置や、

子供たちの悩みや困りごとを相談できる相談

員を配置します。 

さらに教職員が再編対象校から新たな学校

に継続的に配置できるよう配慮します。 

 

㉒～㉔児童生徒一人ひとりに目が届きやす

く、きめ細かな指導が行える半面、学校の規模

に関わらず必要な行事や業務があり、教職員

間で分担ができず、複数の業務を抱えること

で多忙になっています。そのため、日々の授業

の教材研究や、研修等の時間確保が困難であ

るなど、一定の規模を有する学校以上に、教員

の自己研さんや子供たちに向き合う時間の確

保には課題があります。 

 少人数での指導という点ではメリットもあ

ると考えますが、極端な過小規模や大規模化

は改善すべきであると認識しています。 

 子供たちにとって、学力だけでなく他者と

の関係の中で育むべき態度や資質、人間性な

ど、社会に出て生きていくための基礎的な素

養を義務教育の中で身に付けることが求めら

れており、まずは、過小規模校の解消が必要で

あると考えています。また、現在適正な規模で

あっても更なる児童生徒数の減少が見込まれ

ることから、長期的な再編を行うことで子供

たちにとって望ましい教育環境を確保しよう

とするものです。 

 

 

 



9 

４ まちづくりとしての学校再編について 

意見等の概要 市の考え方 

㉕廃校になった学校は、地域の方や出身の方た

ちにとっては想い出の場所でもあり、また、折角

の施設であることから、有効活用して残してほ

しいというのが心情である。 

活用策として、今後、法改正に伴って外国人も

増えることが予想されるため、外国人との共生

も視野に入れた支援・交流施設、特に外国から来

た子供たちだけでなく、その両親たちとの相互

交流・勉強会等を持つことで、地域の国際化や、

子供や若者の国際人育成にも役立ち、引いては

地域活性化にもつながる（つなげるべき）と考え

る。 

なお、活用策は一つのカテゴリーに限定せず、

本項に記されている活用方法全般に利用できる

総合パブリックセンターとして活用すべきと考

える。（学校には種々の設備が整備されており多

目的に利用ができる） 但し、運用施策の充分な

検討と適任な運用実践マネージャーやボランテ

ィアが必要であることは言うまでもない。 

また、できるだけ公費の支出は少なくできる

運営方法を創出する必要があるが、例えば、民間

企業等にも積極的に開放し、施設利用料を課す

などして施設運営費の軽減を行う。 

安価な公用（又は準公用）宿泊施設を設けるの

はどうか。 

 

 

㉕学校跡地の活用については、地域コミュニ

ティ及び防災拠点であることから、地域の

方々の活動の場としての活用を最優先し、地

域及び市全体の活性化・発展のために有効な

活用方法を市全体で検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 特色のある学校としての学校再編について 

意見等の概要 市の考え方 

㉖「日本遺産の街行田市」が特化されているよう

に感じますが、同じ行田市内でも各地区（過去の

村や町単位）には、今は消えつつあるかもしれな

いが古くからの伝承行事（祭、他の催事）や慣習

がある。 

 子供たちには各地区においてそれらを経験し

て継いでほしいが、少子化でままならないのが

 ㉖子供たちの未来を託す学校の在り方につい

て、学校運営協議会で熟議を重ね、連携と協働

のもと、「地域と共にある学校」の実現を目指

します。その中で地域文化の伝承・発展に貢献

する学校についても検討してまいります。 

 また、「ふるさと学習」など、地域の文化や

伝統行事を学ぶ時間を教育内容としても取り
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現状である。そこで学校再編に伴って、大きな校

区となることから、各地区の伝統的催事等を皆

が経験できるような方策を、「学校運営協議会」

等を通じて検討してほしい。 

 なお、伝統や地域的な特色における教育だけ

でなく、極めて先進的な面の教育項目や、自分か

ら学習したくなるような教育施策（如何に興味

を持たせるか、授業を楽しめる等の方策）にも重

点を置いてほしい。（特に自主性や意欲醸成） 

 

㉗学校再編に伴い、地域が主体となる行事が増

え、親の目が子供に十分に行き届かなくなるこ

とを心配している。学校はまず子供のための教

育機関であってほしい。行事の準備などに割い

ている時間は、子供を見守り応援する時間に充

てたい。 

運動能力が高くても低くても、学業が優れて

いてもいなくても、また、弱い者に優しくできる

など人間の尊厳を守る教育は断固として行って

ほしい。 

一方で、学業や運動能力は個人差があり、伸び

る時期も異なるものであり、良い人材を送り出

すためには、成績によるクラス分けや飛び級に

ついて、取り入れても良いのではないか。 

 

入れることで、子供たちが行田市や自分たち

の地域への愛着を持って進んで学習できる環

境づくりも進めてまいります。 

 先進的な教育として、ＩＣＴ機器の活用や

プログラミング教育などについても授業に取

り入れ、子供たちが学習に興味をもって取り

組めるよう環境整備にも努めています。 

 

 

 

㉗学校は教育機関であり、学業や運動を通じ

て子供たちを育むことを目的としています

が、友人や地域の方など多くの他者との関わ

りの中で学ぶことも大切であると考えます。

子供や保護者の皆さんに過度の負担にならな

いよう配慮し、地域の皆さんにもそのことを

ご理解いただいて行事等が実施されるよう努

めてまいります。 

 全ての子供たちが尊重されるよう道徳教育

及び人権教育を充実させ、豊かな人間性や社

会性を育んでまいります。また、日常の人間関

係の中で、自分とは異なる多くの人や意見に

触れ、違いを認め合うことが学ぶ機会にもな

ることから、過小規模校の解消が必要である

と考えています。 

 成績別や飛び級については、現在は実施で

きないことになっております。 

 

 

６ 具体的な適正規模・適正配置について 

意見等の概要 市の考え方 

㉘複式学級回避のための太田東小学校と太田西

小学校の再編成を２０２３年度までとしている

が、１年でも早く再編成を推進してほしい。複式

学級が回避される場合であっても先延ばしにし

ないでほしい。 

 

 

 

 

 ㉘短期間の児童数の推計は、すでに出生して

いる子供の人数をもとに算定しており、大幅

な人口増が見込めない中で、太田東小につい

ては、過小規模となることが予測されていま

す。子供たちにとって望ましい教育環境確保

に向けた再編は、計画通りに実現してまいり

たいと考えています。 
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㉙見沼中学校区義務教育学校を計画の２０２２

年より前倒しして実現してほしい。 

 

㉚兄弟で同じ学校生活を送れるよう、２０２２

年で北河原小学校、須加小学校、荒木小学校、南

河原小学校の小学校間の再編成、見沼中学校、南

河原中学校の中学校間の再編成とし、２０３２

年で小中一貫教育ということで検討してほし

い。 

 

㉛小学生において、通学距離２．５ｋｍを超える

区域はスクールバスの導入とあるが、１年生が

毎日２．５ｋｍの往復は大変である。天候不順の

日はさらに大変である。 

 また、距離が長いと不慮の事故や事件への遭

遇機会が増える。 

 一方、健康増進面や授業開始前の脳の活性化

等を考えると、徒歩通学は必要とも考える。通学

の安全面や身体的負担、また、健康増進面や脳の

覚醒促進等を考慮すると、距離でなく２０〜３

０分程度の徒歩をスクールバス通学に組み合わ

せた方式にしてはどうか（全行程バス送迎には

しない）。但し、雨の日等は至近距離も含め全行

程バス利用できるようにしてはどうか。 

帰宅時間は学年で変化するのでその対応は必

須である。 

中学校は部活動等も増え、帰宅時間が個々に

異なると思われるので、距離に依らず自転車通

学を認めるのが良いと思う。 

なお、安全のために通学路に防犯カメラの設

置をしてはどうか｡ 認知症高齢者の見守りも

含め、不慮の事件や事故防止にも役立つと思う。 

 

㉜至急対応が必要な過小規模～小規模校の統廃

合への移行時期、場所及び設備・施設面での新・

増設区分の具体的施策・内容案、及びその説明や

周知時期、及び方法にも言及が必要である。 

なお、再編案には各地区（東西南北）の現状と

統合再編時の配置地図があると分かりやすい。

本計画（案）では地理的な面でのイメージが分か

りにくく、通学や一貫校の学校環境を考えるう

えで情報不足と感じる。 

㉙地域の協議や事務手続き等、丸３年は必要

と考えております。 

 

㉚計画どおり進めてまいりたいと考えており

ます。 

 なお、現在、北河原小学校からの進学の際、

中学校は選択制になっていることから配慮し

たいと考えております。 

 

 

㉛スクールバス導入の基準については、現在

の通学距離を考慮したものであります。 

 計画を原則としますが、運用方法等は地域

によっても実情は異なるものであることか

ら、地域との協議により決定してまいります。 

 なお、防犯カメラの設置については、安全確

保のために有効ですが、通学路だけでなく、市

全体の安心安全という観点から検討してまい

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉜計画策定後は、５月に計画について中学校

区ごとの地区説明会を予定しております。そ

の後、短期的な再編対象校に対しては、地域協

議会等を設置し、再編までの具体的な課題や

その調整時期を示した実施計画をもとに話し

合いを進めて、地域の皆様にご理解いただけ

るよう取り組んでまいります。 

 なお、配置地図を計画に添付いたします。 
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㉝星宮小は、なぜ複式学級を回避しなければな

らないのか。新１年生まで星宮小学校で受け入

れ、その後から中央小学校に行くかたちではい

けないのか。多感な時期に環境が変わり、いじめ

があった場合、誰がどのように責任をとってく

れるのか。学力低下の心配もある。星宮小学校に

通わせる前に知りたかった情報である。 

 

㉞太田東小学校と太田西小学校の再編成が２０

２３年度までとなっているが、その前の段階で

新入生は太田西小学校への入学も選択できるよ

うにしてほしい。 

 

㉟２０２２年度までの再編成とあるが、段階的

な再編ではいけないのか。新入生からなど就学

中の生徒の生活環境の変化や負担がないことを

望む。 

 

㊱学校再編成計画を先取りして、再編成先の学

校を選択できるような選択制にしてほしい。も

しくは、移行期間を設け、２０２０年度の入学生

から再編成を行い、２０２３年に完了させると

いうのも一つの方法ではないか。 

 

㊲再編成前、２年間交流したところで環境の変

化は必ずあるので、相談員を配置されても不安

は残る。相談員は何をしてくれるのか。具体的に

知りたい。 

 

 

㊳太田東小学校は、けやきホームがあり、複式学

級にはならないのではないか。 

また、学校も新しく、トイレは新しくなったば

かりであるため、なくすのはもったいない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㉝～㊱少人数での指導という点ではメリット

もあると考えますが、極端な過小規模や大規

模化は改善すべきであると認識しています。 

子供たちにとって、学力だけでなく他者と

の関係の中で育むべき態度や資質、人間性な

ど、社会に出て生きていくための基礎的な素

養を身に付けることが求められることから、

複式学級編制を行うほどの過小規模は望まし

くないと考えます。また、いじめがあった場合

にも、クラス替えなどが解決の手段となる例

もあります。 

 学年ごとの段階的な再編は、さらなる小規

模化を招き、教職員の配置が困難になるなど

学校としての教育機能が保てないなど弊害が

生じることから、学校単位での再編成として

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊲相談員は、再編によって環境が変わること

に対する子供たちの悩みや心配を聴きます。

そして、担任や教育委員会と連携して、子供た

ちに寄り添った対応を行い、落ち着いた学校

生活が送れるよう配慮していきます。 

 

㊳調査時点での出生者から推測すると過小規

模が予想されます。なお、学校施設については

避難所として活用するほか、耐用年数となる

までは、地域の方々の活動の場としての活用

を最優先し、地域及び市全体の活性化・発展の

ために有効な活用方法を市全体で検討してま

いります。 
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㊴北部地域だけ「義務教育学校」、他は小中一貫

校である。義務教育学校が法制化されたのは２

０１６年度、まだ３年である。７０年以上続いて

きた６．３制度より良いと言える材料があるの

か。「中一ギャップ」の解消など、この制度の変

更による様々な影響を考えると小さなものでは

無いか。義務教育学校の実験になっては困る。 

また、小中一貫校にしても、統廃合に使われて

いる実例が多いとも聞く。責任を持って、制度の

変更が良いと言えるか。 

 

 

 

 

 

 

 

㊵北部地域だけ達成年度が２０２２年、２０３

２年と早く、他は２０３５年、２０４３年、２０

４６年、２０５４年であり、「施設分離型小中一

貫校」から始まる。 

児童生徒の交流や教職員の人事の交流のみ

で、名称だけの変更となりそうである。また、最

終段階の学校は、ほとんど状況によって「設立を

検討する」とある。要するに統廃合するのは、北

部４校で、それ以外は形式的な小中一貫校で、そ

の後は、随分と先なので、後で考えると読める。 

平成１６年から何も変えられなかった過去が

ある教育委員会なので、今後、この計画が生きて

いくのかとても心配である。 

 

㊶星宮小学校は西小学校との再編が良い。 

理由として、星宮小から埼玉小までは６．１km

あるが、星宮小から泉小までは３．３㎞であり、

地域と連携した教育活動が推進しやすく、中一

ギャップ等への対応が容易である。 

中学校における、部活動を通じての人間関係

づくり等を考えても、星宮地区により近い、西中

学校区への再編が望ましい。 

星宮小を西小に再編しても、学校までの通学

距離は中央小とほぼ同じである。 

 

㊴本市においても小中一貫教育の研究委嘱に

より、９年間の学習の系統性を教員が理解し、

小学校の教員が中学校で、中学校の教員が小

学校で相互に乗入れ授業を行っており、実施

校で県や市平均を上回る学力向上の成果もで

ております。 

 また、交流活動を行う中で、中学校への進学

を楽しみであるとする児童の割合が増え、他

学年との交流を好む結果も出ています。 

 なお、全国的にも小中一貫教育の推進によ

り、学力向上のほか、不登校の減少など生活面

で成果が出ているデータもあります。 

 北部地域の義務教育学校は、全市的な小中

一貫教育の推進に向けたモデル校として、こ

れまでの成果も生かしながら先進的に導入し

てまいりたいと考えております。 

 

㊵計画どおり着実に進めてまいりたいと考え

ております。 

 計画に示した年限は、学校施設の耐用年度

ですが、可能な限り早期に進めてまいります。 

 なお、施設分離型の小中一貫校においても、

小・中学校段階の教員が目指す子供像を共有

し、該当校が共通の９年間を通じた教育過程

を編成し、系統的な教育を行うものです。 

 また、長期的な計画については、児童生徒数

の推移も把握しながら定期的に見直しを行い

ますが、校舎など施設の更新時期も踏まえ、具

体化してまいります。 

 

 

㊶星宮小学校は星宮中学校が昭和３６年に忍

中学校と統合されて以来、忍中学校区であり、

小中一貫教育を推進するため、現在の中学校

区を基本に検討したものです。 

 また、既に忍中学校区において、小中連携を

進めているところです。 

 なお、西部地域については、現時点では適正

規模が維持できる見込みとなっております。 
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㊷下忍小学校は、小規模ながら過去１０年間の

児童数は１０人減、学級数は増減０と微妙な環

境を保っている状況が伺える。しかし、現実に

は、上分地区、下忍団地の子供たち数人は何らか

の理由で南小に通っている状況である。 

現状に加え、何より子供たちの将来が今まで

以上に希望に向かって行けるようお願いした

い。切磋琢磨する環境が不足しがちであり、意欲

が引き出されにくい課題があるならば、１年で

も早く南小への編入を検討していただきたい。 

 

㊸子供たちの未来を託し、地域の特色を生かし

た学校再編プラン、「小中一貫教育を推進させる

学校再編」「地域に根差すまちづくりを進める学

校再編」「特色ある学校を構築する学校再編」に

賛成であり、実現してほしい。 

 温故創生「つなぐ」「つくる」「ひらく」の３つ

のキーワードを実現するために４つの基本的な

考え方があるが、「学校規模の適正化を進める学

校再編」が最優先となると、他３つが歪められる

のではないか。 

市としての目標が実現できる可能性のある地

域を優先し、小中一貫教育の推進を市内の他地

域に発信した方が学校再編良い形で進められる

のではないか。地域エゴがはびこっている現実

打破のためにも市内他地域への発信、県のモデ

ル教育都市として他市へ発信できるのでは。 

太井・持田地区は、２０５４年度まであるが、

一番早く実現可能なのはこの西部地域であり、

小リスクで具現化できる。 

 

㊹小中一貫の具体的な配置を図式化したものを

見ると２０５０年頃までの計画となっている。

あまりにも遅すぎ、時代の変化に対応できなく

なってしまう。小中一貫校と義務教育学校があ

り、４地域がバラバラで一貫性がない。 

 予算を理由に計画が頓挫することにはならな

いか。 

 

 

㊷計画どおり進めていきたいと考えておりま

すが、地域全体のご意見も伺ってまいります。 

 なお、計画を定期的に見直す中で、児童生徒

数の推移は注視してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

㊸全市的な小中一貫教育を進めることに加

え、喫緊の課題である過小規模校の解消、回避

を進め、地域の特色を生かした学校づくりを

行うための計画です。 

 なお、全ての地域において、小中一貫教育の

推進については、各校の取組の充実を図りな

がら可能な限り、早期に実現してまいりたい

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊹小中一貫校も義務教育学校も教育目標は同

じですが、義務教育学校は施設が一体である

ことから、より教育効果が期待できる形と考

えております。理想は義務教育学校と考えま

すが、再編による児童生徒数を収容できる施

設規模を確保する必要がある一方で、既存施

設の有効活用も図りながら更新時期を検討す

る必要もあり、児童生徒数の推移を見極めて

計画を定期的に見直しながら、市全体の学校

再編を進めてまいります。 



15 

７ その他 

意見等の概要 市の考え方 

㊺現在、近隣に子供がいない状況であり、通学距

離が長い状況である。基本的には家庭で送迎等

をすることになると思うが、再編成前において

も、スクールバス導入の検討をしてほしい。 

 

 

 

㊻校名や校歌等、新たな学校としての設置とあ

りますが、複式学級回避のための再編成時にも

適用されることで間違いないか。大規模校の校

名等をそのまま使用することがないようお願い

する。閉校の学校へ通う児童にとっては、伝統・

誇りのある学校へ通えなくなる悲しみもある上

に、吸収されたという惨めな気持ちにならない

ような対応でお願いする。 

 

㊼スクールバスは閉校となる学校に通う児童、

全てが利用できるようにしてほしい。計画案に

は通学距離が概ね２．５ｋｍ以上とあるが、少な

い人数での登下校となるため、防犯上とても不

安である。 

 距離で判断するのではなく、通学班の人数を

考慮した上で、スクールバスを利用するかどう

かを判断できるようにしてほしい。 

 

㊽計画案に記載されたグラフにおいてＸ軸やＹ

軸は何を表しているのか。また青線、黒線は何な

のか分かりやすいようにしてほしい。 

 また表なら表の上に表１○○などと明記した

ほうがよい。 

 

㊾「計画の周知と実現の手順」は重要な部分なの

に具体性に欠けていると思う。説明会だけで良

いのか、地域住民の理解をどう得るか。 

これまでのそれぞれの学校の教育を具体的に

どう生かしていくのか。 

小規模校だが地域とともにやってきた学校で

自負心もある。その人たちに義務教育学校の方

㊺現状では、通学距離が長くなる再編の実施

校において、新たな学校の開校後にスクールバ

スを導入することとしております。なお、通学

の安全確保については、これまで通り学校応援

団や見守りボランティアの協力を依頼してま

いります。 

 

㊻学校再編の際は、対象校は全て一度閉校し、

新たな学校として設置してまいりたいと考え

ております。 

 

 

 

 

 

 

㊼スクールバス導入の基準については、現在

の通学距離を考慮したものであります。 

 計画を原則としますが、運用方法等は地域

によっても実情は異なるものであることか

ら、地域との協議により決定してまいります。 

 

 

 

 

㊽計画において、単位等の表示を行います。 

 

 

 

 

 

㊾計画策定後は、５月に計画について中学校

区ごとの地区説明会を予定しております。そ

の後、短期的な再編対象校に対しては、地域協

議会等を設置し、再編までの具体的な課題や

その調整時期を示した実施計画をもとに話し

合いを進めて、地域の皆様にご理解いただけ

るよう取り組んでまいります。 
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が良いとどのように説明するのか。 

統合に向けた準備室は作るのか。 

現在の教育委員会の人員で足りるのか。教育

委員会の組織を変えないのか。どのようなリー

ダーシップをとっていくのか。統合に納得した

北河原小学校が、統合できなくなったのは、正し

いリーダーシップが不足していたことにあった

と思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㊿学童保育室については、「学童保育利用者の把

握を行い、」を「学童保育利用者並びに希望者」

と明記する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市においても小中一貫教育の研究委嘱に

より、９年間の学習の系統性を教員が理解し、

小学校の教員が中学校で、中学校の教員が小

学校で相互に乗入れ授業を行っており、実施

校で県や市平均を上回る学力向上の成果もで

ております。 

 また、交流活動を行う中でも、中学校への進

学を楽しみであるとする児童の割合が増え、

他学年との交流を好む結果も出ています。 

なお、全国的にも小中一貫教育の推進によ

り、学力向上のほか、不登校の減少など生活面

で成果が出ているデータもあります。 

 計画の推進体制としては、教育委員会の人

員が増員となるほか、学校再編・小中一貫校新

設準備室を編成し、市長部局とも協議しなが

ら、重点的に取り組んでまいります。 

 

㊿学童保育利用者の把握とは、利用希望者を

含めた数として、表記したものです。 

 今後、さらに正確性、わかりやすさに努めて

まいります。 

 


